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コ
ロ
ナ
禍
で
初
の
リ
モ
ー
ト
自
治
研
全
国
集
会

「
オ
ン
ラ
イ
ン
自
治
研
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
青
森
」開
催

TOPIC
　

◇　

史
上
初
の
リ
モ
ー
ト
開
催

　

自
治
労
・
自
治
研
中
央
推
進
委
員
会
主
催
の
「
第
三
八

回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会 

オ
ン
ラ
イ
ン
自
治
研
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
青
森
」
が
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
（
土
）、

自
治
労
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
の
大
ホ
ー
ル
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

  

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
（
以
下
、
自
治
研
全
国
集
会
）

は
、
二
年
サ
イ
ク
ル
で
進
め
ら
れ
る
自
治
研
活
動
の
集
大

成
と
し
て
、
二
年
ご
と
に
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て

い
る
集
会
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
一
〇
月
の
第
三
七
回
集

会
「
高
知
自
治
研
」
以
来
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今
次

集
会
も
、
当
初
は
通
例
の
開
催
形
態
に
則
り
、
青
森
県
内

の
公
共
施
設
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一

〇
日
～
一
二
日
の
三
日
日
程
で
開
催
さ
れ
る
方
向
で
準
備

が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
た
が
、
二
〇
二
〇
年
春
以
降
に
国

内
で
も
深
刻
化
し
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
の
状
況
を
受
け
、
そ
の
対
策
と
し
て
リ
モ
ー
ト
開

催
に
切
り
替
え
、
全
体
の
規
模
も
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
〇
日
は
全
体
集
会
で
、
メ
イ
ン
会
場
か
ら
各
県
本
部

開
設
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
四
五
カ
所
（
二
カ
所
は
台
風
の

影
響
に
よ
り
中
止
）
に
向
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ア
プ
リ

「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
な
ど
を
通
じ
て
映
像
が
配
信
さ
れ
た
。
主

催
者
の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、
こ
の
日
の
全
国
の
参
加
者

数
は
計
約
一
五
〇
〇
人
。

　

北
海
道
で
は
、
北
海
道
自
治
労
会
館
（
札
幌
市
北
区
）

の
中
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
自
治
労
道
本
部
の
関

係
者
や
道
本
部
自
治
研
推
進
委
員
会
の
委
員
ら
約
二
五
人

が
参
加
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
ホ
ー
ル
は
平
時
で
は
最
大

一
五
〇
人
を
収
容
し
う
る
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
確
保
の
観
点
か
ら
か
な
り
ゆ
と
り
を
持
っ
た
参
加
状

況
が
見
ら
れ
た
。

　

全
体
集
会
は
、
記
念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
特
別
記
念
講
演
の
三
本
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
メ
イ
ン
に

構
成
。
冒
頭
で
総
合
司
会
者
か
ら
説
明
さ
れ
た
「
集
会
コ

ン
セ
プ
ト
」
で
は
、
今
次
集
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
形
態
に
切
り
替
え
ら

れ
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
同
感
染
症
の
現
状
な
ど
を
反
映
し
て
い

る
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
同
士
の
交
流
を
困
難
に
さ
れ
た

自
治
研
活
動
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
た
。

　

◇　

あ
ら
た
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ

　

前
出
「
集
会
コ
ン
セ
プ
ト
」
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
や
使
い
方
に
つ
い
て
も
学
ぶ
機
会

と
し
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、持
続
可
能
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
も
考
え
た
い
」
と
記
さ
れ
、
記
念
講
演

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
演
題
は
「
コ
ロ
ナ
後
の

世
界
の
道
し
る
べ
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
今
後
の
自
治

体
」、講
師
は
慶
應
義
塾
大
学
の
蟹
江
憲
史
教
授
が
務
め
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」（Sustainable 

D
evelopm

ent G
oals

）
の
略
称
で
、「
二
〇
一
五
年
九
月

の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
『
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』
に
て
記
載
さ
れ
た
二
〇

三
〇
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国

際
目
標
」（
外
務
省
の
説
明
）
で
あ
る
。
先
代
の
開
発
目

標
と
異
な
り
、
発
展
途
上
国
だ
け
で
な
く
、
先
進
国
も
企

業
等
も
取
り
組
む
普
遍
性
が
特
徴
で
あ
り
、「
地
球
上
の

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
（leave no one behind

）」」

を
理
念
と
す
る
。
各
目
標
と
し
て
は
、
貧
困
の
撲
滅
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
現
な
ど
、
一
七
項
目
が
設
定
さ

れ
、
目
標
ご
と
に
計
一
六
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
計
二
四
四

（
重
複
除
く
と
二
三
二
）
の
指
標
が
関
連
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
上
で
国
連
は
こ
の
間
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
が
世

界
の
持
続
不
可
能
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
、
持
続
可
能
な
地
球
環
境
と

人
間
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
今
日
的
重
要
性

を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
講
演
で
は
次
に
、
日
本
国
内
の
関
係

す
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
、
二
〇
一

六
年
一
二
月
に
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
』
を
決
定
し
た
の

を
皮
切
り
に
、
翌
年
一
二
月
に
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
２
０
１
８
』
を
策
定
し
、
以
降
、
毎
年
プ
ラ
ン
内

容
を
更
新
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

に
貢
献
し
た
自
治
体
や
民
間
事
業
者
な
ど
を
表
彰
す
る

「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
の
取
り
組
み
も
進
め

て
い
る
。
最
新
の
『
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０
』
で

は
、
①
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、
②
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
原
動
力
と
し
た
地
方
創
生
」、
③
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
担
い
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手
と
し
て
の
次
世
代
・
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
を
三

本
柱
と
し
て
、「
日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
」
の
展
開
を
加

速
化
す
る
と
書
か
れ
て
お
り
、
民
間
企
業
、
自
治
体
、
個
人
、

す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
謳

わ
れ
て
い
る
。
国
内
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く
る
自
治
体
や
企
業
が
今
後
も
さ

ら
に
大
き
く
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
引
き
続
き
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
す
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。
登
壇
者

は
、民
間
企
業
出
身
で
現
在
は
渋
谷
区
役
所
の
男
女
平
等
・

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
担
当
課
長
を
務
め
る
永
田
龍
太
郎

氏
、
子
育
て
支
援
の
分
野
で
活
躍
す
る
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
こ
ま
ち
ぷ
ら
す
」（
横
浜
市
）
理
事
長
の
森
祐
美
子
氏
、

総
合
司
会
の
林
鉄
兵
氏
。
登
壇
者
の
経
験
や
日
々
の
活
動

を
切
り
口
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
あ
た
っ
て
の
自
治
体
と

民
間
事
業
者
の
連
携
の
意
義
や
課
題
が
深
く
掘
り
下
げ
ら

れ
た
。
総
じ
て
、
相
互
の
対
話
の
継
続
、
活
動
の
市
民
周

知
、
市
民
評
価
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
の
重
要
性
が
語

ら
れ
た
と
解
す
る
。

  

こ
の
日
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
特
別
記
念
講
演

で
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

（Robert Cam
pbell

）
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
日
本
古
典

と
感
染
症
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。
日
本
文
学
研

究
者
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
氏
は
現
在
、
古
典
文
献
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
の
実
績
で
知
ら
れ
る
「
国
文
学
研
究
資
料
館
」

（
立
川
市
）
の
館
長
を
務
め
る
。
講
演
で
は
、
古
典
文
献

の
中
に
は
過
去
の
感
染
症
に
関
す
る
当
時
の
対
応
方
法
に

つ
い
て
も
様
々
な
知
恵
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と

し
、
そ
れ
ら
を
後
代
に
伝
え
る
こ
と
に
重
要
な
価
値
の

一
つ
が
あ
る
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
貧

富
の
差
に
関
係
な
く
、
全
て
の
人
々
に
ア
ク
セ
ス
可
能
に

な
っ
て
い
る
環
境
の
整
備
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

　

自
治
研
全
国
集
会
は
通
例
で
は
二
日
目
に
分
科
会
が
開

催
さ
れ
る
が
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
自
治
研
で
は
、
当
初

一
三
テ
ー
マ
の
分
科
会
を
予
定
し
て
い
た
の
を
大
幅
に
統

合
・
縮
小
し
、
五
つ
の
特
別
分
科
会
と
し
て
、
こ
ち
ら
も

リ
モ
ー
ト
で
開
催
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
約
一
カ
月
間
配

信
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
別
分
科
会
で
は
、「
青

森
か
ら
考
え
る
第
一
次
産
業
の
未
来
」
の
タ
イ
ト
ル
で
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
医
療
・
保
健
の
最
前
線
、
Ａ
Ｉ
導
入
の
問
題
、

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
、
地
域
再
生
が
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

◇　

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
を
終
え
て

　
「
集
会
コ
ン
セ
プ
ト
」
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

自
治
研
活
動
の
主
旨
が
、
組
合
員
と
様
々
な
立
場
の
人
と

が
つ
な
が
り
、
共
に
自
治
の
質
の
向
上
な
ど
を
め
ざ
す
こ

と
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
人
と
人
が
集
ま
っ
て

共
に
活
動
す
る
こ
と
を
避
け
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
現
下

の
事
態
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
研
活
動
の
理
念
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
大
き
く
揺
る
が
す
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
「
青
森
自

治
研
」
の
開
催
の
断
念
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
象
徴
す
る

出
来
事
と
し
て
記
憶
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
ま
だ
開
発
や
活
用
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
は

い
え
、リ
モ
ー
ト
会
議
ア
プ
リ
な
ど
の
新
た
な
ツ
ー
ル
は
、

遠
隔
地
に
い
る
者
同
士
を
長
距
離
移
動
な
し
に
比
較
的
容

易
く
結
び
つ
け
た
り
、
従
前
は
関
係
の
薄
か
っ
た
新
た
な

協
力
者
を
発
見
し
た
り
も
し
う
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
こ
う
し
た
新
た
な
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
場
合
に
よ
り
有
効
な
か
た
ち
で
利
活
用
し
う
る
か
、
自

治
研
活
動
の
今
後
の
進
め
方
に
お
い
て
も
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
。
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
自
治
研
の
開
催
の

経
験
は
、
そ
の
た
め
の
貴
重
な
第
一
歩
に
な
っ
た
と
考
え

る
。

　

次
回
第
三
九
回
集
会
は
、
二
〇
二
二
年
に
静
岡
県
で
開

催
さ
れ
る
予
定
。
次
回
は
、
ま
ず
は
い
つ
も
の
か
た
ち
で

の
集
会
が
無
事
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
。

＜

編
集
部
・
正
木
浩
司＞

北海道のメイン会場の様子


